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ビジョン
（施設の目的・目指すべき方向性）

ミッション
（施設の社会的使命や役割）

（評価対象期間　  令和３年４月１日～  令和７年３月３１日）

指定期間

所管課

令和３年４月１日～令和８年３月３１日（５年）

保健福祉局高齢障害部障害福祉サービス課

指定管理者名

（１）施設利用者数（成果指標１）

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 平均

実績値

数値目標※

29,551 人

施設利用者数（ふれ
あいの家にあっては
講座参加者数）の増

加（前年度比）

施設利用者数（ふれ
あいの家にあっては
講座参加者数）の増

加（前年度比）

施設利用者数（ふれ
あいの家にあっては
講座参加者数）の増

加（前年度比）

施設利用者数（ふれ
あいの家にあっては
講座参加者数）の増

加（前年度比）

施設利用者数（ふれ
あいの家にあっては
講座参加者数）の増

加（前年度比）

（２）利用者アンケートにおける利用者満足度（成果指標２）

116.4% 88.4% 99.4% 105.9% 102.5%

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 平均

達成率

達成率 93.4% 93.3% 93.4% 93.4%

※　数値目標は選定時に設定した数値であり、市設定の数値を上回る目標を指定管理者が設定している場合、市設定の
数値は括弧書きで表している。

実績値

満足度90％

指定管理者総合評価シート

１　基本情報

施設名称 千葉市療育センター

条例上の設置目的

指定管理者制度導入により、市民サービスの向上と管理経費の縮減の効果を見込む。

社会福祉法人千葉市社会福祉協議会

２　成果指標等の推移

心身の発達の遅れや、その心配のある児童の障害を早期に発見し、心身の健やかな発達
や集団生活への適応を支援すること。また、障害者の自立や社会参加を支援すること。

心身障害者の福祉の増進を図る。

・就労を希望する障害者に対し、生産活動その他の活動の機会の提供を通じて、就労に
必要な知識及び能力の向上のために必要な訓練等を行うこと。
・通常の事業所に雇用されることが困難な障害者に対し、就労の機会を提供するととも
に、生産活動その他の活動の機会の提供を通じて、その知識及び能力の向上のために必
要な訓練等を行うこと。
・障害者等の日中における活動の場を確保し、障害者等の家族の就労支援及び障害者等
を日常的に介護している家族の一時的な休息を図ること。
・障害者の機能訓練、社会適応能力の向上並びに健康の維持及び増進に関する事業を行
うこと。また、創作的活動やスポーツ・レクリエーション等により、障害者の社会参加
を促進すること。くわえて、障害者福祉に関するボランティアを養成すること。
・心身障害に関する相談並びに心身障害児又は心身に障害があると思われる児童に対す
る診断、検査、治療及び指導を行うこと。
・心身に障害のある児童または心身の発達に遅れのある児童に対し、日常生活における
基本的な動作の指導及び集団生活への適応訓練を行うこと。
・障害者または障害児の心身の状況やサービスの利用に関する意向等を勘案し、サービ
ス等利用計画を作成すること。また、モニタリングを実施し、サービス等利用計画が適
切であるかどうかを検証し、適宜サービス等利用計画の見直しを行うこと。

制度導入により見込まれる
効果

32,002 人 28,302 人 28,123 人 29,775 人

84.1%

数値目標※ 満足度90％

- 1 - 



0

2,682,869

2,684,504

△ 1,635総収支

総支出

実績

利益還元の内容

総収入

△ 5,711 △ 3,770 5,174

実績

実績

663,800 653,856 656,593 708,620

669,511 657,626 651,419 705,948

2,672

利益の還元額 実績

0 0 0

△ 5,711 △ 3,770 5,174 2,672

0

0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0

自
主
事
業

収　入

支　出

収　支

実績

計画

実績

計画

実績

△ 1,635

0

0

0

0

669,511 657,626 651,419 705,948

689,257 684,602 698,891 732,011

2,684,504

2,804,761

0 0 0 0

実績

計画

実績

指定管理料

0
その他

0

合　計

支　出

収　支

689,257

利用料金
0 0 0

2,679,587

2,804,760

0

663,800 656,593 708,620

689,257 684,602 698,891 732,010

732,010

2,682,869

0 0 0

3,282

0

653,856 656,593 708,620

684,602

0

2,804,760

必
須
業
務

令和６年度令和５年度令和４年度令和３年度 合計

３　収支状況の推移
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【評価の内容】
　Ａ：事業計画書等に定める水準や市の指定管理者に対する期待を大きく上回る、特に優れた管理運営が行われていた。
　Ｂ：事業計画書等に定める水準や市の指定管理者に対する期待を上回る、優れた管理運営が行われていた。
　Ｃ：概ね事業計画書等に定める水準や市の指定管理者に対する期待どおりに管理運営が行われていた。
　Ｄ：事業計画書等に定める水準や市の指定管理者に対する期待に満たない管理運営が行われていた。
　Ｅ：事業計画書等に定める水準や市の指定管理者に対する期待に、大きく満たない管理運営が行われていた。

・各事業毎にアンケートを実施した。
・ロビーに意見箱を設置している。

Ｃ ・継続して園児兄弟・姉妹預かり事業及び土日余暇支
援事業を実施した。

・積極的に市内業者を利用した。
・障害者雇用の確保に努めた。

総合
評価 Ｃ

１　成果指標の目標達成 Ｃ 施設利用者数：平均　29,551人　達成率平均102.5%
満足度：平均84.1%　達成率93.4%

評価項目 評　価 評価の具体的内容・理由

４　管理運営状況の総合評価

Ｃ ・日常点検・定期点検を適正に実施した。

Ｃ３　市民の平等利用の確保・施設の適正管理

６　その他
（市内業者の育成、市内雇用の配慮、障害者
雇用の確保、施設職員の雇用の安定化への配
慮）

Ｃ

（１）人的組織体制の充実

（２）施設の維持管理業務

Ｃ ・職場内研修及び外部研修等の受講を推進した。

５　施設の効用の発揮

（１）幅広い施設利用の確保

（２）利用者サービスの充実

（３）施設における事業の実施

Ｃ
市政だよりや関係機関を活用した広報を行った。
また、アンケート結果や応募状況に応じ講座の見直し
を行い、利用促進に努めた。

Ｃ

４　施設管理能力

千葉市療育センター設置管理条例及び管理規則に基づ
き、適切に施設管理を行った。

２　市の施設管理経費縮減への寄与

※市の施設管理経費縮減への寄与については平均削減率10.5%と　A評価と
　 なるが、主な縮減要因が人事異動等によるもので指定　管理者の努力に
   よらないものなのでC評価とした。

Ｃ

R3 提案額    ：733,018千円
   実績額　　：663,800千円（削減率 9.3%）
R4 提案額    ：742,430千円
   実績額　　：650,574千円（削減率 12.4%）
R5 提案額    ：745,884千円
   実績額　　：656,593千円（削減率 12.6％）
R6 提案額    ：764,695千円
   実績額　　：708,620千円（削減率 7.7％）
（令和3年～令和6年の平均　削減率 10.5％）
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既に施設管理手法の見直しを決定している。

（４）保健福祉局指定管理者選定評価委員会の意見

・　今後の施設運営について、指定管理者制度としての在り方を含め、引き続きご検討いただきたい。
・　施設の適正管理にあたって、指定管理者が適切に評価されるよう、評価の指標の在り方について引き続き
    検討していただきたい。

施設利用者数が減少傾向のため定員変更等を行う。また、令和８年度から児童発達支援センターとして保育所等
訪問支援事業等を開始する。

・施設の維持管理においては、療育センターの大規模改修、移転等に適切に対応したと認められる。
・施設運営においては、千葉市療育センター設置管理条例及び管理規則に基づき、適切に行ったと認められる。

（１）指定管理者制度導入効果の検証

○

当初の見込みを上回る効果が達成できた。

当初見込んでいた効果が概ね達成できた。

当初見込んでいた効果は達成できなかった。

（上記判断の理由や具体的内容・達成できなかった場合の原因）

（２）指定管理者制度運用における課題・問題点

（３）指定管理者制度継続の検討

○ 指定管理者制度を継続する。

施設管理手法の見直しを検討する。

５　総合評価を踏まえた検討
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